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頭頸部癌

頭
頸
部
癌
と
は
、

ど
ん
な
病
気
で
す
か
？

顔
か
ら
首
ま
で
の
範
囲（
頭
頸
部
）に
で
き
る
癌
を
総
称
し
た
も
の
で
す
。
発
生
し
た
部
位
に
よ
っ
て
、多
く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
各
々

の
発
生
原
因
や
治
療
法
、
治
療
後
の
様
子
が
異
な
り
ま
す
。
頭
頸
部
に
は
、
呼
吸
、
摂
食
、
発
声
な
ど
重
要
な
機
能
が
集
中
し
て
い
る
た

め
、Q
O
L
へ
の
影
響
が
大
き
い
の
が
特
徴
で
す
。
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一
般
に
頭
頸
部
癌
は
、
50
歳

代
か
ら
60
歳
代
の
男
性
に
多
く
、

そ
の
原
因
と
し
て
飲
酒
や
喫
煙

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
治
療
と
並
行
し
て
禁
酒

や
禁
煙
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
癌
の
種
類
に
よ
っ
て
は

若
い
方
や
女
性
で
の
発
症
が
み

ま
す
。

頭
頸
部
癌
の
病
期
の
評
価
に

は
、
原
発
病
変
の
大
き
さ
と
周

囲
へ
の
浸
潤
の
程
度（
Ｔ
）、
領

域
リ
ン
パ
節
転
移
の
大
き
さ
と

節
外
浸
潤
の
有
無（
Ｎ
）、
他
の

臓
器
へ
の
転
移
の
有
無（
Ｍ
）の

３
項
目
か
ら
な
る
Ｔ
Ｎ
Ｍ
分
類

が
用
い
ら
れ
ま
す
。

頭
頸
部
癌
の
病
期
は
0
期
、
Ⅰ

期
、
Ⅱ
期
、
Ⅲ
期
、
Ⅳ
期（
Ⅳ
Ａ
、

さ
れ
る
一
方
で
、
術
後
の
機
能

温
存
と
い
う
点
か
ら
低
侵
襲
性

も
求
め
ら
れ
ま
す
。
Ｎ
Ｂ
Ｉ（
狭

帯
域
光
観
察
）や
拡
大
観
察
な
ど

の
内
視
鏡
診
断
の
進
歩
に
よ
り

咽
喉
頭
の
表
在
癌
が
発
見
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
内
視
鏡
補
助

下
に
経
口
的
に
表
在
癌
を
切
除

す
る
施
設
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
癌
を
取
り
除
く
手
術
以
外

に
も
、
嚥
下
機
能
を
改
善
や
切

除
部
位
の
整
形
の
た
め
に
再
建

術
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

放
射
線
療
法

放
射
線
療
法
は
、
Ｘ
線
な
ど

の
強
い
放
射
線
を
使
っ
て
癌
を

縮
小
・
消
失
さ
せ
る
治
療
で
す
。

頭
頸
部
癌
に
多
い
扁
平
上
皮
癌

は
、
放
射
線
の
効
果
が
高
い
た

め
、
術
前
や
術
後
の
補
助
的
な

役
割
だ
け
で
な
く
、
機
能
温
存

の
目
的
や
全
身
状
態
な
ど
か
ら
、

手
術
に
代
わ
る
根
治
治
療
と
し

て
単
独
あ
る
い
は
化
学
療
法
と

併
用
し
て
選
択
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
痛
み
を
和
ら
げ
る
緩
和

治
療
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
こ
と

頭
頸
部
癌
の
疫
学

②頭
頸
部
癌
の
発
生
頻
度
は
、

胃
癌
や
大
腸
癌
、
肺
癌
な
ど
に

比
べ
る
と
低
く
、
日
本
人
の
発

症
は
年
間
１
万
５
千
か
ら
２
万

人
程
度
で
、
全
て
の
癌
の
５
％

程
度
で
す
。
た
だ
し
、
咽
頭
癌

や
口
腔
癌
の
頻
度
は
、
近
年
増

加
し
て
い
ま
す
。

頭
頸
部
癌
の
診
断

③頭
頸
部
癌
の
診
断
で
は
問
診
、

視
診
、
触
診
に
加
え
て
喉
頭
鏡
や

内
視
鏡
、
超
音
波
な
ど
を
部
位
に

応
じ
て
使
い
分
け
ま
す
。
疑
わ
し

い
病
変
が
見
つ
か
れ
ば
、
そ
の
一

部
を
採
取（
生
検
）し
、
顕
微
鏡
で

病
理
検
査
を
し
て
確
定
診
断
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

Ｆ
Ｄ
Ｇ-

Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
の
画
像
検

査
を
組
み
合
わ
せ
て
癌
の
進
行
度

（
病
期
）に
つ
い
て
も
診
断
を
行
い

頭
頸
部
癌
の
治
療

④一
般
的
に
癌
の
治
療
方
針
は
、

原
発
部
位
や
病
理
組
織
型
、
病

期
な
ど
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
年

齢
、
栄
養
状
態
、
合
併
症
も
考

慮
さ
れ
ま
す
。
特
に
頭
頸
部
癌

の
場
合
は
、
治
療
の
強
度
と
臓

器
・
機
能
温
存
の
程
度
が
相
反

す
る
場
合
が
あ
り
、
個
々
の
状

況
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
手
術
療
法
、
放

射
線
療
法
、
化
学
療
法（
抗
癌
剤

や
分
子
標
的
薬
な
ど
）の
３
つ
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
禁

酒
や
禁
煙
外
来
、
栄
養
指
導
な

ど
の
支
持
療
法
や
痛
み
や
心
理

的
な
苦
痛
に
対
す
る
症
状
緩
和

を
目
的
と
し
た
緩
和
治
療
、
口

腔
ケ
ア
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
も
並

行
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

手
術
療
法

頭
頸
部
癌
は
解
剖
学
的
に
も

組
織
学
的
に
も
異
な
る
癌
の
総

称
で
す
。
こ
の
た
め
、
治
療
は

発
症
部
位
や
病
理
組
織
型
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
基
本
的

に
頭
頸
部
癌
の
根
治
治
療
の
柱

は
手
術
療
法
で
す
。
た
だ
し
、
根

治
性
の
た
め
完
全
切
除
が
重
視

頭
頸
部
癌
と
は

①頭
頸
部
は
、
顔
面
を
含
む
頭
部

か
ら
頸
部
の
う
ち
で
、脳
や
脊
髄
、

眼
窩
を
除
い
た
領
域
を
指
し
ま
す

（
図
1
：
点
線
の
左
内
側
）。
解
剖

学
的
に
は
口
腔
、
咽
頭
、
喉
頭
、

鼻
腔
、
副
鼻
腔
、
聴
器
、
甲
状
腺
、

唾
液
腺
な
ど
が
主
な
臓
器
と
な

り
、
こ
の
領
域
に
発
生
す
る
癌
を

総
称
し
て
頭
頸
部
癌
と
呼
び
ま

す
。主

な
頭
頸
部
癌
は
、
原
発
部
位

か
ら
舌
癌
、
咽
頭
癌
、
喉
頭
癌
な

ど
と
呼
ば
れ
ま
す
。
病
理
組
織
型

は
、
唾
液
腺
癌
と
甲
状
腺
癌
、
一

部
の
聴
器
癌
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん

ど
が
扁
平
上
皮
癌
で
す
。

頭
頸
部
は
呼
吸
や
摂
食
と

い
っ
た
生
命
維
持
に
必
須
の
機

能
の
ほ
か
、発
声
や
味
覚
、嗅
覚
、

聴
覚
、
そ
し
て
表
情
を
作
る
と

い
っ
た
社
会
生
活
に
重
要
な
機

能
を
司
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
頭
頸
部
癌
で
は
、
癌

の
症
状
だ
け
で
な
く
、
治
療
に

よ
っ
て
も
、
日
常
生
活
に
支
障
を

来
し
う
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
、

治
療
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
根

治
性
の
み
な
ら
ず
、
機
能
の
温
存

も
大
切
と
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
機
能
だ
け
で
な
く
、
顔

の
形
状（
顔
貌
）や
表
情
と
い
っ
た

美
容
的
な
配
慮
も
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤

（
Ｐ
Ｄ-

１
抗
体
）の
有
効
性
も
示

さ
れ
、
２
０
１
７
年
３
月
よ
り

保
険
適
応
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅳ
Ｂ
、 

Ⅳ
Ｃ
）に
分
類
さ
れ
、
治

療
方
針
を
決
定
す
る
た
め
の
指

標
と
な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｍ
分
類

の
細
か
な
基
準
は
、
解
剖
学
的

な
部
位
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

頭
頸
部
癌
で
は
、
多
重
癌（
同

一
臓
器
に
複
数
の
癌
が
で
き
る
）

が
多
い
こ
と
に
加
え
、
重
複
癌
と

い
っ
て
、
原
発
部
位
と
は
全
く
異

な
る
部
位
に
癌
が
発
生
し
や
す
い

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
も
多
い
の
が
食
道
で
、
続

い
て
ほ
か
の
頭
頸
部
、
胃
、
肺
、

肝
の
順
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
診
断
の
際
に
は
多
重

癌
、
重
複
癌
を
念
頭
に
置
い
た

全
身
検
索
を
行
い
、
治
療
方
針

を
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
咽
頭
癌
は
、
20
〜
30

歳
代
で
の
発
症
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
下
咽
頭
癌
の
一
部
と
甲

状
腺
癌
は
女
性
に
多
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
頭
頸
部
癌
は
、
喫

煙
や
過
度
の
飲
酒
以
外
に
も
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
や
Ｅ

Ｂ
ウ
イ
ル
ス
と
い
っ
た
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
発
症
に
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

図１　頭頸部（点線の左内側）
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も
あ
り
ま
す
。
近
年
は
、
正
常
組

織
の
被
ば
く
線
量
を
減
ら
し
、
癌

部
に
集
中
的
に
放
射
線
を
当
て
る

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ（
強
度
変
調
放
射
線
治

療
）な
ど
の
技
術
が
進
歩
し
て
き

て
お
り
、
根
治
療
法
と
し
て
用
い

ら
れ
る
こ
と
も
増
え
て
い
ま
す
。

化
学
療
法

抗
癌
剤
や
分
子
標
的
薬
を
用

い
て
癌
細
胞
の
増
殖
を
阻
止
す

る
治
療
と
な
り
ま
す
。
頭
頸
部

癌
に
お
け
る
化
学
療
法
は
目
的

や
治
療
時
期
に
よ
っ
て「
導
入
化

学
療
法
」、「
化
学
・
放
射
線
併

用
療
法
」、「
緩
和
的
化
学
療
法
」

な
ど
に
区
別
さ
れ
ま
す
。「
導
入

化
学
療
法
」は
、
手
術
や
放
射
線

治
療
と
い
っ
た
根
治
治
療
を
行

う
前
に
癌
を
小
さ
く
す
る
こ
と

で
、
治
療
成
績
を
高
め
、
画
像

で
は
見
つ
か
ら
な
い
微
小
な
遠

隔
転
移
を
根
絶
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
癌
が
非
常
に
小
さ
く

な
っ
た
場
合
は
、
機
能
温
存
の

た
め
に
切
除
範
囲
を
縮
小
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。「
化
学
・
放

射
線
併
用
療
法
」は
、
化
学
療
法

と
放
射
線
療
法
を
同
時
並
行
し

て
行
う
方
法
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

単
独
の
治
療
に
比
べ
、
高
い
効

果
が
得
ら
れ
、
手
術
に
代
わ
る

根
治
療
法
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
再
発
・
遠
隔
転
移
症

例
に
は
、
根
治
は
目
指
せ
な
い

も
の
の
、
進
行
を
抑
え
、
癌
に

よ
る
症
状
発
現
の
遅
延
や
延
命

効
果
を
得
る
た
め
に「
緩
和
的
化

学
療
法
」を
行
い
ま
す
。

従
来
の
抗
癌
剤
に
加
え
、
分

子
標
的
薬
と
し
て
は
、
上
皮
増

殖
因
子
受
容
体（
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
）抗

体
が
使
用
さ
れ
、
さ
ら
に
は
免

頭
頸
部
癌
に
対
す
る

胃
ろ
う
の
適
応

⑤頭
頸
部
は
、
摂
食
に
関
与
す
る

た
め
、
頭
頸
部
癌
で
は
、
様
々
な

段
階
で
経
口
摂
取
が
困
難
と
な

り
、
栄
養
状
態
を
保
つ
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
栄
養
状

態
の
悪
化
は
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の

質
）の
低
下
だ
け
で
な
く
治
療
の

中
断
や
中
止
、
治
療
強
度
低
下
の

原
因
と
な
り
、
治
療
成
績
の
悪
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
栄
養
に
関
す
る
支

持
療
法
は
、
治
療
開
始
時
点
か
ら

積
極
的
に
行
わ
れ
、
栄
養
の
補
給

路
を
確
実
に
確
保
す
る
こ
と
が
重

視
さ
れ
ま
す
。
米
国
静
脈
経
腸
栄

養
学
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
も
あ
る

よ
う
に
消
化
管
の
機
能
に

問
題
な
い
場
合
は
、
胃
ろ

う
に
よ
る
経
腸
栄
養
が
優

先
さ
れ
ま
す（
図
2
）。

特
に
進
行
癌
に
お
い
て

は
、
術
前
や
術
後
に
化
学

療
法
や
放
射
線
療
法
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
口
内
炎
や
口
唇
炎

な
ど
有
害
事
象
の
出
現
に

よ
り
経
口
摂
取
が
難
し
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
胃
ろ
う
造
設

は
頭
頸
部
癌
の
治
療
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
非
常
に
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
ま

す
。治

療
開
始
前
に
あ
ら
か

じ
め
胃
ろ
う
造
設
を
行
う

こ
と
で
経
口
摂
取
が
難
し

く
な
っ
た
と
き
も
栄
養
状
態
を
保

ち
、
治
療
の
完
遂
を
目
指
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
胃
ろ
う
に
よ
る
経

腸
栄
養
は
、
鼻
か
ら
チ
ュ
ー
ブ
を

入
れ
る
経
鼻
経
腸
栄
養
や
太
い
血

管
か
ら
点
滴
を
行
う
中
心
静
脈
栄

養
に
比
べ
て
不
快
感
や
合
併
症
が

少
な
い
た
め
中-

長
期
の
栄
養
管

理
に
適
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
栄
養
管
理
が
、
自
分
や

家
族
で
も
簡
単
に
で
き
る
た
め
、

在
宅
へ
の
移
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
ま
す
。
こ
れ
は
早
期
退
院
や
早

期
の
社
会
復
帰
を
促
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

胃
ろ
う
か
ら
栄
養
注
入
を
し

て
い
て
も
、
口
か
ら
食
事
を
と

る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
嚥
下

機
能
が
十
分
に
回
復
し
、
口
か

ら
十
分
な
栄
養
が
摂
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
胃
ろ
う
は
い
つ
で

も
抜
去
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

不
要
に
な
っ
た
胃
ろ
う
の
抜
去

は
、
外
来
で
可
能
で
、
抜
去
当

日
か
ら
経
口
摂
取
も
可
能
で
す
。

こ
の
よ
う
に
頭
頸
部
癌
に
対
す

る
胃
ろ
う
は
、
水
分
・
栄
養
路
と

し
て
だ
け
で
な
く
Ｑ
Ｏ
Ｌ
や
治
療

成
績
の
向
上
に
も
役
立
っ
て
い
ま

す
。た
だ
し
、胃
ろ
う
造
設
は
、「
腹

壁
と
胃
に
穴
を
あ
け
る
手
術
」で

あ
り
、
術
後
の
痛
み
や
違
和
感
が

生
じ
る
だ
け
で
な
く
、
造
設
時
に

出
血
や
周
囲
の
腸
管
な
ど
を
傷
つ

け
る
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
浸
出
液
や
器
具
に
よ

る
皮
膚
炎
や
肉
芽
形
成
、
創
部

感
染
な
ど
の
問
題
や
長
期
的
に

胃
ろ
う
に
依
存
す
る
こ
と
で
、

嚥
下
機
能
の
低
下
や
口
腔
内
の

衛
生
環
境
の
悪
化
が
起
こ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
頭
頸
部
癌
で
は
、

手
術
前
後
や
化
学
・
放
射
線
療
法

に
伴
う
一
時
的
な
嚥
下
障
害
や
、

そ
れ
に
伴
う
栄
養
障
害
が
予
想
さ

れ
る
場
合
、
栄
養
管
理
を
必
要
と

す
る
期
間
や
胃
ろ
う
造
設
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま

え
て
、
経
鼻
胃
管
や
中
心
静
脈
栄

養
を
選
択
す
る
か
、
胃
ろ
う
を
造

設
す
る
か
を
十
分
に
検
討
す
る
こ

と
が
大
切
で
す（
表
1
）。

癌
の
進
行
に
よ
り
、
経
口
摂
取

が
で
き
な
く
な
っ
た
終
末
期
に
お

い
て
も
、
胃
ろ
う
を
用
い
る
こ
と

で
良
い
栄
養
状
態
を
維
持
し
た
ま

ま
在
宅
療
養
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
ま
た
点
滴
に
代
わ
る
水
分
・

栄
養
補
給
路
だ
け
で
な
く
、
投
薬

路
と
し
て
も
使
用
で
き
、
癌
性
疼

痛
に
も
対
応
可
能
で
、
在
宅
ホ
ス

ピ
ス
へ
の
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
頭
頸
部
癌
に

お
い
て
、
胃
ろ
う
は
、
治
療
前

か
ら
終
末
期
医
療
ま
で
あ
ら
ゆ

る
局
面
で
選
択
肢
に
挙
が
り
ま

す
。
な
に
よ
り
も
頭
頸
部
癌
の

患
者
さ
ん
の
多
く
は
、
胃
ろ
う

造
設
に
関
し
て
自
分
自
身
で
意

思
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。そ

の
た
め
に
は
胃
ろ
う
に
関

し
て
十
分
な
知
識
を
得
、
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
た

上
で
上
手
く
治
療
に
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤

（
Ｐ
Ｄ-

１
抗
体
）の
有
効
性
も
示

さ
れ
、
２
０
１
７
年
３
月
よ
り

保
険
適
応
に
な
っ
て
い
ま
す
。

表１　�胃ろう造設によるメリットと
デメリット

図２　栄養補給の投与経路

頭頸部癌における胃ろうのメリット 
①�治療前に栄養状態の改善をはかり、治療を

サポートする。
②�外科手術後に早期から経腸栄養を行える。
③�自己栄養管理が可能で、早期の社会復帰が

目指せる。
④�経口摂取が可能になれば外来で抜去可能

である。

頭頸部癌における胃ろうのデメリット 
①�治療が奏功し経口摂取不能の期間が短い場

合は、結果として不要となる。
②�長期的に胃ろうに依存することで、嚥下機

能の低下が生じたり、口腔内の衛生環境が
悪化することがある。


